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〜
体
育
系
〜

◆
水
泳
部

・
第
47
回
近
畿
国
立
大
学
体
育
大
会

　
１
０
０
M
背
泳　
第
3
位

　
　
濱
本
拓
朗（
教
育
学
部
２
回
生
）

◆
硬
式
野
球
部

・
第
47
回
近
畿
国
立
大
学
体
育
大
会　
第
２
位

・
平
成
21
年
度
近
畿
学
生
野
球
連
盟
春
季
リ
ー
グ

　
Ⅱ
部
リ
ー
グ　
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン　

　
　
二
塁
手　
舟
井
克
也（
教
育
学
部
３
回
生
）

　
　
外
野
手　
山
田
健
介（
教
育
学
部
３
回
生
）

　
　
指
名
打
者　
近
藤
俊
一
郎（
教
育
学
部
３
回
生
）

◆
卓
球
部

・
平
成
21
年
度
奈
良
県
大
学
選
手
権

　
ダ
ブ
ル
ス　
第
２
位

　
　
福
井
伸
大（
教
育
学
部
３
回
生
）

　
　
桝
田
健
太（
教
育
学
部
２
回
生
）　

◆
陸
上
競
技
部

・
第
47
回
近
畿
国
立
大
学
体
育
大
会

　
男
子
８
０
０
M　
第
１
位

　
　
丸
山
雅
志（
教
育
学
部
１
回
生
）

・
第
53
回
全
国
教
育
系
大
学
陸
上
競
技
大
会

　
男
子
８
０
０
M　
第
3
位

　
　
丸
山
雅
志（
教
育
学
部
１
回
生
）

◆
弓
道
部

・
第
47
回
近
畿
国
立
大
学
体
育
大
会

　
女
子
団
体　
第
２
位

・
第
25
回
全
国
教
育
系
大
学
弓
道
選
手
権
大
会

　
女
子
団
体　
第
３
位

　
個
人　
第
２
位　
田
中
美
奈（
教
育
学
部
2
回
生
）

◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

第
34
回
近
畿
国
立
教
育
系
大
学

　
　
　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

　
女
子
シ
ニ
ア
シ
ン
グ
ル　
優
勝

　
　
　
奥
田
愛
菜（
教
育
学
部
4
回
生
）

　
女
子
シ
ニ
ア
ダ
ブ
ル
ス　
第
３
位

　
　
　
奥
田
愛
菜（
教
育
学
部
4
回
生
）

　
　
　
朝
田
真
琴（
教
育
学
部
2
回
生
）

　
男
子
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ン
グ
ル　
第
３
位

　
　
　
中
尾
遼（
教
育
学
部
1
回
生
）

◆
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

・
第
47
回
近
畿
国
立
大
学
体
育
大
会　
第
2
位

◆
準
硬
式
野
球
部

・
第
47
回
近
畿
国
立
大
学
体
育
大
会　
第
3
位

◆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部（
男
子
）

・
第
47
回
近
畿
国
立
大
学
体
育
大
会　
第
3
位

〜
文
化
系
〜

・
第
14
回
全
日
本
高
校
・
大
学
生
書
道
展
大
賞

　
　
　
北
川
晴
香（
大
学
院
2
回
生
）

　
　
　
豊
國
恵
子（
教
育
学
部
4
回
生
）

　
　
　
鈴
木
聡
子（
教
育
学
部
3
回
生
）

　
　
　
藤
本
修
弥（
教
育
学
部
3
回
生
）

・
第
59
回
西
宮
市
展　
彫
塑
部
門

　
　
西
宮
市
展
賞　
山
本
哲
也（
大
学
院
2
回
生
）

・
第
83
回
国
展　
彫
刻
部

　
　
入　
選　
　
　
山
下
圭
介（
大
学
院
1
回
生
）

・
第
44
回
関
西
国
展　
彫
刻
部

　
　
関
西
国
画
賞　
山
下
圭
介（
大
学
院
1
回
生
）

活
躍
す
る
奈
良
教
育
大
生
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そ
ん
な
不
思
議
な
「
ち
か
ら
」
を
も
っ
た
「
遊
園
地
」
に
、
奈
良
教

育
大
学
を
変
身
さ
せ
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
正
門
を
入
っ
た

所
に
設
置
予
定
の
「
ゲ
ー
ト
」
装
飾
は
、
私
た
ち
大
学
祭
実
行
委

員
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

大
学
祭
期
間
中
開
催
予
定
の
企
画
、
輝
甍
祭
恒
例
の
「
仮
装
行

列
」
は
今
年
も
や
り
ま
す
！
お
の
お
の
好
き
に
仮
装
し
た
団
体

が
、
演
奏
と
と
も
に
、
な
ら
ま
ち
や
下
御
門
商
店
街
、
餅
飯
殿
商

店
街
、
東
向
き
商
店
街
、
小
西
さ
く
ら
通
り
と
い
っ
た
、
奈
良
市

街
の
主
な
通
り
を
行
進
し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
誕
生
し
た
本
学
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
な
っ
き
ょ
ん
」
に
協
力
し
て
も
ら
っ

て
実
現
し
た
企
画
が
、「
な
っ
き
ょ
ん
を
さ
が
せ
！！
」
で
す
。
こ

れ
は
、
学
内
に
散
ら
ば
っ
た
「
な
っ
き
ょ
ん
」
を
探
し
て
、
豪
華

商
品
を
も
ら
お
う
！
と
い
う
企
画
で
す
。「
な
っ
き
ょ
ん
」
が
誕

生
し
、
そ
の
着
ぐ
る
み
が
昨
年
の
輝
甍
祭
で
お
目
見
え
し
て
か

ら
、
学
内
外
で
人
気
の
あ
る
「
な
っ
き
ょ
ん
」
が
ふ
ん
だ
ん
に
登

場
し
ま
す
。
さ
あ
、
あ
な
た
は
「
な
っ
き
ょ
ん
」
に
い
く
つ
出
会

え
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
桜
井
の
三
輪
明
神
大
神
神

社
か
ら
和
太
鼓
大
美
和
さ
ん
を
招
待
し
た
り
、
科
学
体
験
「
奈
教

一
受
け
た
い
授
業
」、
さ
ら
に
は
前
夜
祭
・
後
夜
祭
を
企
画
し
て

い
ま
す
。
ま
た
本
学
サ
ー
ク
ル
、
部
活
等
の
企
画
イ
ベ
ン
ト
も
開

催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

企
画
・
装
飾
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
輝
甍
祭
に
ご
来
場
の
折
に

ぜ
ひ
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
が
、
野
外
ス
ペ
ー
ス
に
軒
を

連
ね
る
「
模
擬
店
」、
講
義
棟
で
行
わ
れ
る
「
展
示
・
研
究
発
表
」

で
す
。

「
模
擬
店
」
は
、
各
サ
ー
ク
ル
や
部
活
等
の
団
体
が
運
営
し
て
い

ま
す
。
た
か
が
模
擬
店
と
侮
る
な
か
れ
、
若
さ
ゆ
え
（
？
）
の
独
創

的
な
レ
シ
ピ
だ
け
で
な
く
、
各
団
体
に
代
々
伝
わ
る
伝
統
の
味
が

あ
る
の
で
す
。
あ
た
り
に
漂
う
良
い
匂
い
と
活
気
の
あ
る
呼
び
込

み
に
誘
わ
れ
て
、
お
気
に
入
り
の
味
を
探
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

各
研
究
室
の
研
究
発
表
や
文

化
部
の
展
示
を
行
っ
て
い
る
講

義
棟
は
、「
模
擬
店
」
が
立
ち
並

ぶ
先
に
あ
り
ま
す
。
奈
良
教
育
大

学
で
学
ん
で
い
る
こ
と
、
日
々
感

じ
表
現
し
た
い
こ
と
を
、
少
し
で

も
皆
さ
ま
に
お
見
せ
で
き
た
ら

と
考
え
て
い
ま
す
。
一
階
か
ら

三
階
ま
で
隅
々
散
策
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ペ
ー
ジ
に
よ
っ
て
、
少
し

で
も
「
輝
甍
祭
」
に
興
味
が
湧
き

ま
し
た
ら
、
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ

こ
に
至
る
ま
で
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
奈
良
教
育
大
学
関

係
者
の
方
々
、
協
賛
く
だ
さ
い

ま
し
た
企
業
の
方
々
に
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
7
月
に
開
催
さ
れ
た
学
生
大
会
に
よ
っ
て
大
学
祭
「
輝

甍
祭
（
き
ぼ
う
さ
い
）」
が
承
認
さ
れ
、
記
念
す
べ
き
第
60
回
を
開

催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
」
で
す
。
業
者
に

委
託
す
る
こ
と
の
多
い
舞
台
背
景
の
組
み
立
て
・
装
飾
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
原
稿
、
ゲ
ー
ト
・
学
内
装
飾
、
宣
伝
看
板
に
至
る
ま
で
、
す

べ
て
「
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
」
で
す
。
手
作
り
感
の
あ
る
私
た
ち
の
「
作

品
」
は
、
学
生
と
教
授
の
仲
が
良
く
、
友
達
の
友
達
は
大
体
知
り

合
い
…
と
い
っ
た
、
奈
良
教
育
大
学
の
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
温

か
み
の
あ
る
校
風
を
表
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
他
の
大
学

祭
と
は
ひ
と
味
違
っ
た
目
線
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
ま
た
、
輝
甍
祭
の
特
徴
は
、
学
生
向
け
企
画
の
ほ
か
に
、
教
育

大
な
ら
で
は
の
子
ど
も
向
け
の
企
画
が
複
数
開
催
さ
れ
る
こ
と
で

す
。
学
生
を
含
め
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
、
準
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

テ
ー
マ
「
奈
教
！
な
ら
今
日
！！
大
盛
況
！！！
」
を
目
指
し
て

毎
年
輝
甍
祭
で
は
学
生
か
ら
案
を
募
集
し
、
そ
の
年
の
大
学
祭

テ
ー
マ
と
ポ
ス
タ
ー
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
本
学
開
校

１
２
０
周
年
に
ち
な
ん
で
「
１
２
０
ペ
ー
ジ
目
」
と
い
う
テ
ー
マ

を
掲
げ
、
企
画
や
装
飾
に
盛
り
込
み
、
輝
甍
祭
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
今
年
も
例
年
通
り
学
生
か
ら
テ
ー
マ
を
募
集
し
、「
奈
教
！

な
ら
今
日
！！
大
盛
況
！！！
」
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
に
込

め
ら
れ
た
「
輝
甍
祭
が
大
盛
況
と
な
る
よ
う
に
」
と
い
う
願
い
が

叶
う
よ
う
、
企
画
・
装
飾
を
考
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

学
内
装
飾
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
遊
園
地
」
で
す
。
遊
園
地
は
子

ど
も
だ
け
が
楽
し
い
場
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
木
馬
が
踊
る
メ

リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
、
色
と
り
ど
り
の
風
船
を
配
る
ピ
エ
ロ
、
回
転

す
る
お
し
ゃ
れ
な
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
、
か
わ
い
い
芸
を
す
る
動
物

た
ち
、楽
し
そ
う
な
笑
い
声
…
。誰
も
が
童
心
に
返
っ
て
し
ま
う
、

記念すべき
第60回輝甍祭
大学祭実行委員会 綱　真奈美
総合教育課程
文化財・書道芸術コース３回生
鳥取県立米子東高校 出身


